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保育カレンダー普及のお願い
　

保
育
カ
レ
ン
ダ
ー
編
集
委
員
会
が
で
き
て
、

今
年
で
15
年
目
を
迎
え
ま
す
。
カ
レ
ン
ダ
ー
製

作
の
取
り
組
み
は
、
毎
年
年
明
け
の
２
月
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
５
月
の
春
の
全
国
研
修
会
で
各

地
域
か
ら
出
さ
れ
る
全
体
の
報
告
を
聞
き
、
そ

の
年
の
保
育
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
す
る
絵
は
各

地
域
の
保
育
論
議
を
経
て
提
出
さ
れ
た
中
か

ら
、
表
紙
を
含
め
た
13
枚
の
構
成
を
考
え
て
い

き
ま
す
。
６
月
か
ら
本
格
的
な
製
作
活
動
に
入

り
、
文
章
と
誤
字
・
脱
字
、
写
真
等
の
確
認
、

色
校
正
な
ど
を
し
て
ゲ
ラ
刷
り
、
そ
の
後
２
回

の
校
正
を
経
て
、
８
月
中
旬
に
保
育
カ
レ
ン
ダ

ー
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
様
の
励
ま
し
と
販
売
普

及
の
ご
協
力
を
頂
い
て
15
年
間
の
編
集
・
製
作

が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
各
地
域
で
の
保
育

実
践
の
深
ま
り
と
学
び
合
い
が
、
年
々
保
育
カ

レ
ン
ダ
ー
の
中
身
の
充
実
に
つ
な
が
り
、「
輝
く

命
」が
表
現
さ
れ
、
保
育
が
分
か
る
カ
レ
ン
ダ

ー
へ
と
洗
練
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
原
発
放
射
能

に
よ
る
放
射
線
の
体
内
被
曝
は
人
類
の
危
機
存

亡
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
ん
な
危
機
の
中
で

『
科
学
す
る
心
が
人
間
の
幸
福
に
つ
な
が
る
』と

子
ど
も
た
ち
に
最
良
の
も
の
を
求
め
、
困
難
を

切
り
拓
く
た
め
立
ち
向
か
っ
て
い
る
文
化
活
動

が
保
育
カ
レ
ン
ダ
ー
で
あ
る
」と
励
ま
し
続
け

て
下
さ
る
研
究
者
も
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
保
育
カ
レ
ン
ダ
ー
製

作
と
普
及
に
努
め
な
が
ら「
ど
の
子
も
育
つ
保

育
」を
追
求
し
、「
ど
の
子
も
笑
え
る
社
会
の
実

現
」を
願
っ
て
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。



　2012年の保育カレンダーは〝見たい・知りたい・触りたいの１歳の子
どもの世界〟を特集しました。
　「１歳の子どもたちの様子（生活・遊び・リズム遊び・描く）がよく
まとめられていた」「育っていく過程がわかりやすかった」「子どもの成
長ってすごい!!」と大変好評でした。また、学習会などの学びの場でも
使えてよかったという声もいただきました。
　2013年度の保育カレンダーは〝遊ぶの大好き〟〝まねっこ大好き〟〝好
奇心いっぱい〟の『２歳の子どもたち』の写真を載せる予定にしていま
す。水・砂・土・自然の中で過ごす元気な子どもたちの笑顔いっぱいの
姿で、保育カレンダーの２枚目を編集する予定です。
　２歳の子どもたち（２歳～２歳11ヶ月まで）の写真を募集しますの
で、各地域の担当者にどんどん写真をお寄せ下さい。
　今年度もこの保育カレンダーが子育て中の親や保育者などをはじめ、
より多くの人たちの子どもへの理解につながることを願っています。
皆様の一層のご支援をお願いします。

保育カレンダー「保育カレンダー」ホームページへどうぞ！
　全国の仲間の保育園にもアクセスできます

子どもたちの成長をねがい
『保育カレンダー』よ広がれ…！ 東北地区　錦保育園　一村　則廣　

　保育カレンダーは15年目を迎えます。
　10周年記念誌は、初版（98年度）からのカレンダーを掲載しました。子どもたち
の絵、表紙を飾った子どもたちの共同制作した作品、そして子どもたちの遊びな
ど写真で紹介しています。保育の学習資料に、また子育てに大いに役立つ記念誌
です。是非ご覧ください。
　「保育カレンダー」のホームページでは、子どもの絵の発達や日常の保育や各地
の取り組みも紹介するなど、役に立つ情報が満載です。保育カレンダーの普及に
参加する保育園にもアクセスができます。楽しいホームページをのぞいて見てく
ださい。

保育カレンダー
10周年記念誌

“２歳の子どもたちの写真が満載!!”

■カレンダーへのご意見・ご感想は編集委員会までお寄せ下さい。TEL 0776-81-6565　FAX 0776-81-6566　Eメール:mikunihikari@vega.ocn.ne.jp

元気
いっぱい

　東北地区の年長交流保育は年４回を基本に開催されており
ます。今年は、話し合ってあまり遠距離にならないことを考
え、南（福島、宮城）と北（岩手、青森）に分かれて交流す
ることにしました。
　園長会で６月に１度目の交流をすることに決めました。保育
園に持ち帰り、親に「錦保育園は、いつも福島の子どもに来て
もらっているので今回は、福島（会津）に行くことにしたい
が」と報告しました（宮城の錦保育園よりは高いけれど会津地
方は事故のあった沿岸より離れており放射線量は低いので了解
されると思っていました）。しかし、「不安です」という答えが
返ってきました。「福島県というだけで不安と言うのでは風評
被害と同じことではないかな」と答えましたが、『不安』は一
人ひとりの育ち、体験、考え方によって違うことは明らかなの
で、この話は一度引き取り、検討し直すことにしました。
　このような中で、５月５日（こどもの健やかな成長を願っての

祝いの日）、日本は『原発ゼロ』になった記念の日を迎えました。
　私たちの保育園のある地域は、女川原発より直線距離にす
ると約40㎞あり、昨年の地震、津波の時は電源の問題、火災
発生等で危機一髪の状態でした。そのことを考えると、どの
原発も再度稼働をしてはいけないと思っています。しかし、思
うことと行動することは違って、なかなか行動するまでには到
っていません。
　『保育カレンダー』は35,000本も発行・普及されています。
すごい本数です。
　このカレンダーは、命を守る科学的で民主的な保育運動
の一環として発行しています。この保育思想を具現するた
めに原発を動かすことは反対です、と保育をする方々は明
確に意思表示をしてほしいと思います。このことが難しい行
動の一環となれば幸せと思います。『保育カレンダー』よ広がれ
…！

2013年度　保育カレンダー
写 真 集 予 定

（くるみ共同保育園40周年誌より抜粋）


